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Autumn

2013 年

号秋

設立40周年を迎えた東政連、
     政策提言と要望、そして実現。

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
、
本
連

盟
の
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度

も
年
次
大
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い

た
平
成
25
年
度
活
動
方
針
に
基
づ

い
て
、
政
府
・
関
係
機
関
・
団
体

に
対
し
積
極
的
に
陳
情
・
要
望
・

政
治
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都
議
選
・
参
院
選
は

東
政
連
推
薦
候
補
者
が
大
勝
利

先
の
都
議
会
議
員
選
挙
（
6
月

23
日
投
開
票
）
で
は
、
本
連
盟
推

薦
の
自
民
党
候
補
者
全
員
が
当
選

と
な
る
59
議
席
を
獲
得
し
、
都
議

会
第
一
党
の
座
に
返
り
咲
き
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
本
連
盟
推
薦

の
公
明
党
候
補
者
も
全
員
が
当
選

と
な
る
23
議
席
を
獲
得
、
自
民
党

と
併
せ
て
82
議
席
と
な
り
都
議
会

の
過
半
数
を
大
き
く
超
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
議
院
通
常
選
挙
（
7

月
21
日
投
開
票
）
で
は
、
本
連
盟

が
推
薦
い
た
し
ま
し
た
東
京
選
挙

区
、
丸
川
珠
代
候
補
（
自
民
党
）、

武
見
敬
三
候
補
（
自
民
党
）、
山

口
那
津
男
候
補
（
公
明
党
）
並

び
に
比
例
代
表
で
佐
藤
信
秋
候
補

（
自
民
党
）
が
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
は
、
取

引
の
相
手
方
等
に
対
す
る
重
要
事

項
の
説
明
等
に
よ
り
紛
争
を
未
然

に
防
止
す
る
重
要
な
業
務
を
担
っ

て
お
り
、
相
当
の
専
門
性
を
有
す

る
こ
と
か
ら
、
資
格
の
認
識
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
連
盟
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
全
宅
連
・
全
政
連
・
関
係
団

体
と
協
力
し
、「
宅
地
建
物
取
引

士
」
へ
の
名
称
変
更
の
実
現
に
向

け
た
積
極
的
な
要
望
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

左から原元東政連文京支部長、 奈良部業協会文京区支部長、 藤田精一郎氏 （第３
代東政連会長）、 瀬川東政連会長、 星業協会文京区支部幹事長

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の

名
称
変
更

実
り
あ
る
政
策
提
言
を

生
み
出
す
活
動
原
資
、
年
会
費

本
連
盟
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

政
策
提
言
や
要
望
を
行
い
成
果
を

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
入
会
賛

助
金
・
年
会
費
が
、
景
気
の
低
迷

と
政
治
の
混
迷
等
の
影
響
も
あ
り
、

入
会
者
や
会
員
の
減
少
に
よ
っ
て

運
営
費
が
不
足
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
支
出
を
削
減
し
入
会
促

進
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
が
大
き

な
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
年
前
に
特
別
委
員
会
を
設

け
、
財
政
の
改
善
を
図
る
べ
く

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
4
月
1
日
よ
り
年
会
費
を

6
0
0
0
円
に
値
上
げ
を
す
る
、

苦
渋
の
選
択
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
未
だ
厳
し
い
経
済
環
境

下
で
の
会
費
値
上
げ
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
自
由
民
主
党
の
政
権
与
党
復

帰
の
好
機
に
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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瀬
川
会
長
（
以
下
、
瀬
川
）：
以
前
、

藤
田
さ
ん
の
回
想
録
を
拝
読
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
で
、
昭
和
49
年
の

東
政
連
設
立
に
、
藤
田
さ
ん
が
大
変

ご
尽
力
な
さ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
東
政
連
が
設
立
40
周
年
を
迎
え

た
い
ま
、
ぜ
ひ
一
度
お
会
い
し
て
、

設
立
の
経
緯
や
当
時
の
ご
苦
労
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

藤
田
氏
（
以
下
、
藤
田
）：
も
う
40

年
も
経
ち
ま
す
か
。
こ
ん
な
90
歳
近

い
人
間
の
話
が
参
考
に
な
る
と
も
思

い
ま
せ
ん
が
、
何
か
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

瀬
川
：
そ
も
そ
も
の
、
東
政
連
の
設

立
の
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

藤
田
：
当
時
、
私
は
、
都
宅
協
の
文

京
支
部
で
役
員
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
不
動
産
業
界
は
一
部

の
悪
徳
業
者
の
せ
い
で
社
会
的
信
用

が
無
く
、
そ
れ
が
普
段
の
業
務
に
も

悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

も
以
前
か
ら
支
部
で
は
古
株
の
役
員

の
怠
慢
で
公
的
な
活
動
が
行
わ
れ

ず
、
貴
重
な
会
費
も
無
駄
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
若
い

世
代
の
同
志
と
協
力
し
て
、
組
織
の

改
革
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
。
や

が
て
文
京
支
部
の
改
革
が
進
み
、
私

が
支
部
長
に
就
任
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
次
は
、
業
界
の
社
会
的
地
位
と

政
治
的
な
発
言
力
の
向
上
を
め
ざ
し

て
、
都
宅
協
本
部
に
政
治
結
社
の
設

立
を
提
言
し
た
わ
け
で
す
。
確
か
、

全
政
連
設
立
の
２
年
後
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

瀬
川
：
な
る
ほ
ど
。
そ
れ

で
実
際
に
、設
立
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
っ
た
の
で
す
か
。

藤
田
：
い
や
、
大
変
苦
労

し
ま
し
た
よ
。
東
政
連
初
代
会
長
と

な
る
中
山
弥
十
八
都
宅
協
会
長
と
密

か
に
話
を
進
め
、
緊
急
理
事
会
を
開

催
し
、
緊
急
議
事
と
し
て
東
政
連
設

立
を
提
案
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
多

く
の
理
解
を
得
ら
れ
、
圧
倒
的
多
数

で
設
立
が
可
決
さ
れ
、
胸
を
撫
で
下

ろ
し
ま
し
た
。

瀬
川
：
東
政
連
設
立
後
、
実
際
に
藤

田
さ
ん
が
行
わ
れ
た
活
動
と
い
う

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

藤
田
：
ま
ず
は
、
都
宅
協
を
含
め
て

組
織
の
整
備
で
す
。
驚
く
こ
と
に
、

当
時
１
万
３
千
名
を
超
え
る
会
員
を

擁
し
な
が
ら
、
都
宅
協
も
東
政
連
も

本
部
・
支
部
と
も
に
会
員
台
帳
が
無

い
有
様
で
し
た
。
ま
ず
基
本
台
帳
を

備
え
付
け
、
組
織
と
し
て
の
基
礎
を

確
か
に
し
た
わ
け
で
す
。

瀬
川
：
組
織
を
強
化
し
た
わ
け
で
す

ね
。
政
策
的
に
は
何
か
？

藤
田
：
ま
ず
、
建
物
賃
貸
借
契
約
期

間
更
新
時
の
報
酬
取
得
を
認
可
さ
せ

ま
し
た
。
全
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
み
た
ら
、
大
半
が
更
新
時
の

手
数
料
を
取
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

こ
で
東
京
都
と
折
衝
を
重
ね
て
、
こ

れ
を
明
文
化
し
承
認
さ
せ
ま
し
た
。

私
は
い
ろ
ん
な
役
職
を
歴
任
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
任
期
中
に
ひ
と
つ

は
大
き
な
改
革
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

を
信
念
と
し
て
き
た
ん
で
す
よ
。

昭
和
49
年
に
誕
生
し
た
東
京
不
動
産
政
治
連
盟
。
そ
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
育
て
の
親
で
あ
る
藤
田
精
一
郎
氏
。

自
ら
も
第
３
代
東
政
連
会
長
を
務
め
、
政
治
団
体
と
し
て
の
発
展
に
寄
与
し
た
藤
田
氏
が
、
東
政
連
会
長
瀬
川
信

義
氏
と
、
東
政
連
の
功
績
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

生
み
の
親
が
語
る
、
東
政
連
の
功
績
と
展
望

業
界
の
社
会
的
地
位
向
上
に

責
任
と
能
力
の
あ
る
団
体
を

つ
く
り
た
か
っ
た

組
織
の
強
化
と

政
策
団
体
と
し
て
の
取
り

組
み
を
始
め
た
創
成
期

東
政
連
設
立
40
周
年
記
念
特
別
対
談

藤
田
精
一
郎
氏
（
第
３
代
東
政
連
会
長
）
×
瀬
川
信
義
（
東
政
連
会
長
）

演壇に立つ藤田精一郎氏（昭和 59 年 5 月）

御
年
90
歳
を
前
に
今
も
な
お
精
力
的
に
活
動
す
る  

藤
田 

精
一
郎
氏
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瀬
川
：
多
く
の
こ
と
を
中
途
半
端
に

や
る
よ
り
も
、
ひ
と
つ
に
集
中
し
て

完
全
に
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
は
、
私

も
旨
と
し
て
い
ま
す
。
藤
田
さ
ん
の

や
り
遂
げ
た
成
果
で
、
特
に
思
い
出

深
い
の
は
？
。

藤
田
：
東
政
連
役
員
で
な
く
、
全
政

連
幹
事
長
時
代
に
な
り
ま
す
が
、
東

政
連
の
支
持
政
党
を
政
権
与
党
で
あ

る
自
由
民
主
党
に
転
換
し
た
こ
と
で

す
。
以
前
か
ら
都
宅
協
は
社
会
党
支

持
で
し
た
が
、野
党
で
あ
る
た
め
に
、

業
界
の
要
望
や
陳
情
の
実
現
は
非
常

に
困
難
で
し
た
。
私
は
こ
の
こ
と
を

常
に
疑
問
に
思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
自
由
民
主
党
支
持
を
訴
え
、
こ

の
悲
願
を
実
現
し
た
わ
け
で
す
。
当

時
衆
参
合
わ
せ
て
１
８
６
名
の
議
員

が
参
加
し
た
「
宅
地
建
物
等
対
策
議

員
連
盟
」
も
結
成
さ
せ
、
各
都
道
府

県
の
不
動
産
業
界
団
体
内
に
、
自
由

民
主
党
の
職
域
支
部
も
つ
く
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
政
界
、
政
策
に
我
々
の

業
界
の
発
言
力
が
増
し
、
地
位
向
上

に
も
結
び
つ
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
宅
地
建
物
等
対
策
議
員
連
盟
」

は
そ
の
後
も
、
全
宅
連
の
望
む
政
策

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の

政
権
与
党
支
持
は
、
私
が
い
ち
ば
ん

誇
り
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

瀬
川
：
藤
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
諸
先

輩
が
育
て
て
く
れ
た
東
政
連
で
す

が
、
現
在
、
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
都
宅
協
会
員
は
基
本
的
に

全
員
が
東
政
連
に
も
加
盟
し
て
い
た

の
で
す
が
、
政
局
の
混
迷
や
景
気
動

向
の
問
題
も
あ
り
、
い
ま
入
会
率
が

下
が
っ
て
い
ま
す
。
当
然
会
費
が
基

本
の
運
営
費
も
減
少
し
、
先
頃
、
苦

渋
の
決
断
で
年
会
費
も
増
額
し
た
ほ

ど
で
す
。

藤
田
：
不
動
産
に
関
す
る
政
策
的
要

望
を
発
信
し
、
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
東
政
連
、
全
政
連
は
、
不
動
産

業
界
に
不
可
欠
の
団
体
で
す
。
実
際

に
東
政
連
は
、
１
９
８
０
年
の
都
知

事
選
で
も
、
常
任
世
話
人
と
し
て
選

挙
対
策
本
部
を
整
え
、
鈴
木
俊
一
都

知
事
を
誕
生
さ
せ
、
革
新
都
政
打
破

の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
鈴
木

知
事
は
中
小
企
業
担
当
副
知

事
を
置
く
な
ど
の
政
策
を
掲

げ
、
不
動
産
業
の
枠
を
超
え

た
多
く
の
都
民
か
ら
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

政
治
、
政
局
に
お
け
る
存
在

感
を
示
す
こ
と
で
、
業
界
の

社
会
的
地
位
の
向
上
に
も
、

務
め
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
東
政
連
で
は
、
東
京
都

内
で
様
々
な
業
界
か
ら
、
約

３
０
０
団
体
で
結
成
さ
れ
た

中
小
企
業
団
体
の
政
治
団
体

が
集
う「
各
種
団
体
協
議
会
」

で
も
発
言
力
を
持
ち
、
自
由

民
主
党
の
政
治
運
営
に
大
き

な
影
響
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
。
中

曽
根
政
権
時
代
の
国
鉄
民
営
化
で

も
、
全
政
連
は
不
動
産
業
界
の
代
表

と
し
て
、
各
種
団
体
協
議
会
の
主
役

に
な
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
よ
。

瀬
川
：
各
種
団
体
協
議
会
で
は
、
い

ま
で
も
東
政
連
は
不
動
産
業
界
の
唯

一
の
団
体
と
し
て
参
加
し
、
現
在
常

任
世
話
人
で
副
代
表
の
ポ
ス
ト
を
占

め
る
な
ど
、
重
要
な
位
置
を
確
立
し

て
い
ま
す
。
東
政
連
は
全
政
連
に
お

い
て
も
、
会
員
数
で
も
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
責
任
と
力
は
大

き
い
で
す
よ
ね
。

藤
田
：
と
に
か
く
、
東
京
の
不
動
産

業
者
に
と
っ
て
は
都
宅
協
と
東
政
連

が
何
よ
り
基
本
で
す
。
こ
の
二
つ
の

団
体
が
う
ま
く
連
係
し
て
政
策
や
政

【プロフィール】藤田  精一郎氏

局
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と

で
、
東
京
の
、
さ
ら
に
日
本
の
不
動

産
業
界
が
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
、
東
政
連
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
で
も

お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
仰
っ
て
く
だ
さ
い
。

瀬
川
：
歴
代
の
会
長
を
始
め
、
会
員

の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
日
は
、
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し

て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

東政連設立 40 周年記念特別対談
藤田 精一郎氏（第３代東政連会長）× 瀬川 信義（東政連会長）

昭和 46 年度～ 48 年度、51 年度～ 56 年度の 2 度にわたって文京

区支部長を務める。その間、都宅協副会長、全宅保証東京本部副

本部長、弁済業務委員長、東政連会長、全宅連常務理事、全政連

幹事長、同副会長等を歴任。昭和 48 年、現在の東政連誕生の元

となった「文京同志会政治連盟」を結成。以来、業界の社会的地

位向上のために注力。

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
、

自
由
民
主
党
支
持
へ
の
移
行

東
政
連
の
強
化
こ
そ
、

不
動
産
業
界
の
安
定
に

当時のことを熱く語る藤田氏

東
政
連
瀬
川
会
長
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　全国不動産政治連盟は平成25年6月28
日、第43回年次大会で47都道府県政治連
盟の総意として、「宅地建物取引主任者」
を「宅地建物取引士」に名称変更するため
の宅建業法改正を実現することの決議をし
ました。

                                    （決議事項）

「宅地建物取引主任者」の資格の名称を「宅地建

物取引士」とするための宅建業法改正を実現する

こと。なお、名称変更にあたっては、現行制度の

基本的仕組み（資格者の設置基準、資格者の業務・

責任等、試験制度等）は変更しないこと。

全政連が年次大会で
｢宅地建物取引士」への名称変更を決議

Ⅰ
．
不
動
産
流
通
の
円
滑
化
を

促
進
し
、
日
本
経
済
及
び
業
界

の
繁
栄
を
目
指
す
活
動

１
．
土
地
・
住
宅
税
制
要
望
活
動

①
土
地
・
住
宅
税
制
要
望
活
動

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
・
拡
充

③
登
録
免
許
税
・
不
動
産
取
得
税
の

軽
減
・
拡
充
（
特
に
中
古
住
宅
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
・
拡
充
）

東
政
連

　
第
40
回
年
次
大
会

平
成
25
年
5
月
28
日

　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て

④
個
人
の
不
動
産
所
得
に
係
る
損
益

通
算
制
限
の
廃
止

⑤
買
換
特
例
の
拡
充

⑥
住
宅
取
得
に
お
け
る
消
費
税
の
現

行
税
率
堅
持

⑦
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
消
費
税
課
税

の
阻
止

２
．
土
地
住
宅
に
係
わ
る
各
種
規

制
の
緩
和
要
望
活
動

①
建
築
基
準
法
の
見
直
し

②
都
市
計
画
法
運
用
の
見
直
し
（
建

ぺ
い
率
、
容
積
率
な
ど
の
緩
和
）

③
区
分
所
有
法
の
見
直
し

④
登
記
関
連
費
用
の
さ
ら
な
る
見
直

し
及
び
契
約
印
紙
税
の
撤
廃

３
．
会
員
業
務
支
援
に
係
わ
る
政

策
検
討
活
動

①
仮
称
「
宅
地
建
物
取
引
士
」
へ
の

呼
称
変
更
に
関
す
る
陳
情
活
動

②
不
動
産
取
引
保
証
制
度
の
早
期
構

築（原
状
回
復
保
証
の
制
度
化
の
推
進
、

弁
済
業
務
保
証
補
完
の
検
討
）

③
定
期
借
家
法
見
直
し
の
早
期
実
現

（
居
住
用
定
期
借
家
権
へ
の
対
応
）

④
賃
貸
業
務
に
係
る
法
整
備
の
検
討

（
都
議
会
、
行
政
へ
の
対
応
）

⑤
異
業
種
の
不
動
産
業
参
入
へ
の
対

応４
．
融
資
制
度
の
要
望
活
動

①
保
証
付
融
資
制
度
の
拡
充

②
金
融
機
関
貸
し
渋
り
へ
の
対
応

５
．
会
員
の
政
治
活
動
意
識
の
高

揚
と
組
織
の
改
革

①
政
治
活
動
に
携
わ
る
役
員
・
会
員

と
の
意
見
交
換
会
開
催

②
入
会
促
進
対
策

③
組
織
改
革

④
東
京
不
動
産
政
治
連
盟
40
周
年
の

集
い
を
企
画

６
．
会
員
向
け
広
報
誌
の
発
行
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

①
東
政
連
活
動
の
会
員
へ
の
周
知
活

動７
．
国
並
び
に
東
京
都
・
各
市
区

町
村
の
行
政
に
対
す
る
協
力
活
動

Ⅱ
．
前
項
を
実
現
す
る
た
め
の

推
進
策

①
政
党
・
政
治
団
体
等
と
の
交
流
推

進②
国
会
議
員
・
都
議
会
議
員
と
の
交

流
推
進

③
国
会
議
員
・
都
議
会
議
員
・
首
長
選

挙
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
活
動

④
関
係
諸
機
関
と
の
緊
密
な
折
衝
活
動

⑤
関
連
団
体
へ
の
協
力

⑥
東
京
都
宅
建
議
連
と
の
意
見
交
換
・

定
期
的
交
流

⑦
全
政
連
・
全
宅
連
・
都
宅
協
と
の
連

携

東
政
連  

活
動
報
告

■
平
成
25
年
度
活
動
方
針

                          
（
抜
粋
）

平
成
25
年
2
月
19
日

都
議
会
自
民
党
宅
建
議
連
役
員

と
の
意
見
交
換
会
開
催

　
都
議
会
自
民
党
幹
事
長
、
野
島
善

司
議
員
・
宅
建
議
連
会
長
、
三
宅
茂

樹
議
員
・
幹
事
長
、
髙
橋
か
ず
み
議

員
・
事
務
局
長
、
村
上
英
子
議
員
と

本
会
の
瀬
川
・
池
田
会
長
他
役
員
が
、

次
年
度
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
2
月
20
日

猪
瀬
東
京
都
知
事
と

座
談
会
開
催

　
東
京
都
知
事
室
に
お
い
て
、
猪
瀬

東
京
都
知
事
と
本
会
の
瀬
川
・
池
田

会
長
、
白
又
幹
事
長
と
の
座
談
会
が

開
催
さ
れ
、
次
年
度
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
4
月
19
日

都
議
会
自
民
党
宅
建
議
連
議
員

と
東
政
連
役
員
と
の

意
見
交
換
会
開
催

　
都
議
会
議
事
堂
第
一
会
議
室
に
お

い
て
、
都
議
会
自
民
党
宅
建
議
連
議

員
32
名
、
本
会
役
員
64
名
出
席
の
も

と
、
都
政
に
関
す
る
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

平
成
25
年
5
月
28
日

第
40
回
東
政
連
年
次
大
会
を

開
催　京王

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

第
40
回
東
政
連
年
次
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
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消
費
税
率
が
現
行
の
5
％
か

ら
8
％
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）、

10
％
（
平
成
27
年
10
月
1
日
）
へ
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
を
取
得
す

る
場
合
、
適
用
さ
れ
る
税
率
は
引
き

渡
し
時
期
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま
す

が
、
負
担
額
を
緩
和
す
る
た
め
に
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
税
制
改
正
大

綱
に
お
い
て
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

う
対
応
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
、
住
宅
取
得
に
係
る
給
付
措
置
が

平
成
25
年
6
月
26
日
、
自
由
民
主
党

と
公
明
党
（
与
党
）
に
よ
っ
て
合
意

さ
れ
ま
し
た
。

   

な
お
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
経
過
措
置
お
よ
び
給
付
措
置
に
つ

い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、「
す
ま
い

給
付
金
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
sum

ai-kyufu.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁

に
係
る
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
議
員
立
法
）
が
平
成
25

年
4
月
19
日
成
立
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
が
解

禁
後
、
初
の
選
挙
と
な
っ
た
7
月
の

参
院
選
。「
日
本
経
済
新
聞
社
の
推

計
で
参
院
選
の
投
票
率
（
選
挙
区
）

は
52
・
61
％
で
、
前
回
２
０
１
０
年

を
５
・
31
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。
今

回
の
選
挙
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
選
挙
運
動
が
解
禁
に
な
っ
た

が
、
投
票
率
全
体
を
押
し
上
げ
る
ほ

ど
の
力
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
低
投

票
率
は
公
明
、
共
産
な
ど
組
織
力
の

あ
る
政
党
に
有
利
に
働
い
た
と
み
ら

れ
る
。」

　
（
日
本
経
済
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

※
注
）
上
記
「
収
入
額
の
目
安
」
は
標
準
的
な
世

帯（
夫
婦
及
び
中
学
生
以
下
の
子
２
人
）に
お
い
て
、

夫
が
住
宅
取
得
す
る
場
合
の
夫
の
収
入
額
の
目
安

で
あ
り
、
実
際
の
給
付
に
当
た
っ
て
は
、
上
記
の

目
安
を
踏
ま
え
た
住
民
税
納
付
額
な
ど
の
客
観
的

基
準
に
よ
っ
て
給
付
額
を
上
記
に
よ
う
に
設
定
す

る
。

※メールの送信先は、選挙に関係するメール送信を希望した人と、政党が配
信するメールマガジンなどの受信者の中で送信元に選挙運動用のメールを

「不要」と伝えなかった人に限ります。

インターネット選挙運動の解禁に関する新しい内容は、総務省ホームページ  
http://www.soumu.go.jp をご覧ください。

■消費税率引き上げに伴う経過措置

工事請負契約
等はここまで
に契約すれば
５％（イ）

ここからの
引き渡しは
８％( イを
除く )

工事請負契約
等はここまで
に契約すれば
８％（ロ )

ここからの
引き渡しは
10％( ロを
除く )

2013 年
9 月 30 日

2014 年
4月 1日

2015 年
3月 31 日

2015 年
10 月 1日

経過措置
　期間← →

経過措置
　期間← →

■住宅取得に係る給付額
【消費税率８％時】 【消費税率 10％時】

収入額の目安※注 給付額 収入額の目安※注 給付額

425 万円以下

425 万円超 475 万円以下

475 万円超 510 万円以下

30 万円

20 万円

10 万円

450 万円超 525 万円以下

30 万円

50 万円

40 万円

20 万円

450 万円以下

525 万円超 600 万円以下

600 万円超 675 万円以下

675 万円超 775 万円以下 10 万円
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立石  晴康

東
京
都
議
会
議
員
選
挙　

自
由
民
主
党
当
選
者

平
成
25
年
８
月
31
日
現
在
（
投
票
日
６
月
23
日
）

７期
警察・消防委員会
委員

千
代
田
区

中
央
区

８期
ＯＰ招致特別委員会
委員
都市整備委員会  理事

内田　茂

港
区

　

かんの  弘一
１期
経済・港湾委員会
委員

港
区

　

きたしろ  勝彦
３期
文教委員会  副委員長

新
宿
区

　

吉住  健一
２期
公営企業委員会  理事

秋田  一郎

新
宿
区

３期
幹事長代行
議員運営委員会  理事
都市整備委員会  理事

中屋  文孝

文
京
区

３期
総務会長
議会運営委員会  理事
総務委員会  理事

服部  ゆくお

台
東
区

５期
警察・消防委員会 
副委員長

川松  真一朗

墨
田
区

１期
副幹事長
議会運営委員会  委員
文教委員会  委員

桜井  浩之

墨
田
区

２期
環境・建設委員
副委員長

山﨑  一輝

江
東
区

２期
ＯＰ招致特別委員会
委員
財政委員会  委員長

田中  たけし

品
川
区

３期
経済・港湾委員会
副委員長

山内　晃

品
川
区

１期
副総務会長
厚生委員会  委員

栗山  よしじ

目
黒
区

１期
厚生委員会   委員

鈴木  隆道

目
黒
区

３期
ＯＰ招致特別委員会 
委員
財政委員会  委員

鈴木  章浩

太
田
区

３期
政調会長代行
議会運営委員会  委員
総務委員会  副委員長

神林　茂

太
田
区

３期
都市整備委員会
副委員長

鈴木  あきまさ

太
田
区

４期
財政委員会  委員

三宅  茂樹

世
田
谷
区

５期
公営企業委員会  委員

小松  大祐

世
田
谷
区

１期
経済・港湾委員会
委員

大場  やすのぶ

世
田
谷
区

２期
副総務会長
文教委員会  理事

村上  英子

渋
谷
区

４期
ＯＰ招致特別委員会 
委員長
文教委員会  理事

川井  しげお

中
野
区

５期
ＯＰ招致特別委員会
委員
総務委員会  委員

早坂  義弘

杉
並
区

３期
厚生委員会  副委員長

小宮  あんり

杉
並
区

２期
公営企業委員会
委員長

堀　宏道

豊
島
区

１期
副幹事長
議会運営委員会   委員
公営企業委員会   委員

高木  けい

北
区

３期
財政委員会  副委員長

﨑山  知尚

荒
川
区

２期
警察・消防委員会
委員長

松田  やすまさ

板
橋
区

１期
総務委員会  委員

河野  ゆうき

板
橋
区

１期
総務委員会  委員

柴﨑  幹男

練
馬
区

１期
副政務調査会長
経済・港湾委員会
委員

山加  朱美

練
馬
区

４期
厚生委員会  理事

髙橋  かずみ

練
馬
区

４期
ＯＰ招致特別委員会 
理事
環境・建設委員会  委員
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三宅  正彦

島
部

２期
経済・港湾委員会
委員長

髙島  なおき

足
立
区

４期　幹事長代理 / ＯＰ招
致特別委員会  副委員長 /
議会運営委員会  理事 / 経
済・港湾委員会  委員

ほっち  易隆

足
立
区

１期
財政委員会  委員

和泉  武彦

葛
飾
区

２期
副政務調査会長
厚生委員会  理事

舟坂  ちかお

葛
飾
区

１期
副総務会長
環境・建設委員会 
委員

宇田川  聡史

江
戸
川
区

３期
政調会長
議会運営委員会  副委員長
公営企業委員会  委員

田島  和明

江
戸
川
区

６期
警察・消防委員会
理事

近藤　充

八
王
子

２期
副幹事長
議会運営委員会  委員
財政委員会  理事

相川  博

八
王
子

４期
環境・建設委員会
理事

清水  孝治

立
川

１期
副総務会長
財政委員会  委員

島崎  義司

武
蔵
野

１期
都市整備委員会  委員

吉野  利明

三
鷹

５期
第45代議長
警察・消防委員会
委員

野村  有信

青
梅

５期
警察・消防委員会
委員

鈴木  錦治

府
中

１期
副幹事長
議会運営委員会  委員
公営企業委員会  委員

神野  次郎

昭
島

１期
文教委員会  委員

吉原　修

町
田

４期
幹事長
議会運営委員会  委員長
警察・消防委員会  委員

木村  基成

小
金
井

１期
都市整備委員会  委員

高橋  信博

小
平

３期
総務会長代行
議会運営委員会  委員
経済・港湾委員会  理事

古賀  俊昭

日
野

６期
文教委員会  委員

山田  忠昭

西
東
京

４期
公営企業委員会  委員

林田　武

西
多
摩

４期
ＯＰ招致特別委員会
委員
環境・建設委員会  委員

こいそ　明

南
多
摩

５期
環境・建設委員会
委員

北久保  眞道

北
多
摩
第
一

１期
都市整備委員会  委員

高椙  健一

北
多
摩
第
二

１期
副政務調査会長
環境・建設委員会
委員

栗山  欽行

北
多
摩
第
三

１期
副政務調査会長
総務委員会  委員

野島  善司

北
多
摩
第
四

４期
厚生委員会  委員

注）ＯＰ＝オリンピック・パラリンピック

■都議選ニュース

都議選投票率43.50％　過去２番目の低さ

　東京都選挙管理委員会によると、今回の都議選の投票率は43.50％で、過去２番目に低かった。

都選管などは当初から低投票率を懸念し、特に若者層への啓発活動に力を入れたが、「政権交代前夜」

で有権者の政治的関心が高かった前回（2009年７月）の54.49％を10.99ポイントも下回った。

　都議選の投票率が過去最低だったのは1997年の40.80％で、初めて50％を割り込んだ。その後

は選挙ごとに50％の壁を行き来する傾向が続いており、８年前の05年は43.99％だった。

　今回は各党の争点の違いが明確でなく、有権者の関心が高まりにくかったとみられる。23日は

都内は朝から晴天に恵まれ、外出した人が多かったことも影響したようだ。

　都選管や各区市町村の選管は特に投票率が低い傾向にある20代への啓発活動を重視。大学生ら

が啓発チームに参加し、フェイスブックやツイッターなど交流サイト（ＳＮＳ）を通じて投票を呼

び掛けるなどの取り組みをしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞 Web 刊 2013/6/23より）
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団体名 選挙の種類 定数 告示日 投票日 任期満了日

武蔵野市 武蔵野市長 ９/29 10/ ６ 10/ ８

葛飾区
葛飾区議会議員 40

11/ 3 11/10
11/12

葛飾区長 12/18

新島村 新島村長 12/24

東久留米市 東久留米市長 12/15 12/22 １/19

【
             2013

年
 秋

号
】

　
発

行
所

●
東

京
不

動
産

政
治

連
盟

　
〒

102-0071 東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

2-2-5 飯
田

橋
メ

イ
ン

ビ
ル

３
階

　
電

話
：

03-3264-5320(代
)   FAX

 ：
03-3264-7148　

  発
行

人
●

瀬
川

信
義

  　
編

集
人

●
谷

川
芳

郎
・

須
藤

玲
司

・
小

川
泰

正
   発

行
日

●
2013

年
９

月
15

日
             

第 23 回参議院議員通常選挙  選挙結果
ご当選おめでとうございます！

入会案内
「東政連では、新規入会者を募集しております」

　東京不動産政治連盟 ( 東政連 ) は、昭和 49 年に公益社団法人東京都宅地
建物取引業協会が母体となり、会員の総意により組織されました。国民の
住環境の向上と中小不動産業者の権益擁護、社会的地位の向上を図るため
に、公益法人業務では制約がある政治活動を行う目的で結成されました。
東政連は、一党一派に属さず、会員自らの手で業界の進路を拓く政治活動
を唯一の業務とした組織です。ご一緒に東政連で政治を動かしましょう。

＜入会手続と費用＞
東京不動産政治連盟（個人）
　入会時賛助金…200,000 円
　年会費 ･･･6,000 円（但し、新規入会者は入会年に限り 3,000 円）
①都宅協に入会すると同時に、東政連への入会手続をお願いしております。
②入会申込みは、入会申込書で行います。
③入会費用は、上記となります。
④入会手続は、あなたの事務所所在地の支部を通じて行っていただきます。
※なお、詳しい内容につきましては東政連事務局までお問い合わせください。

東京不動産政治連盟
〒 102-0071
東京都千代田区富士見 2-2-5 飯田橋メインビル３階
TEL.03-3264-5320 ／ FAX.03-3264-7148　http://tou-seiren.jp/

　東政連ではホームページを公開しています。本連盟の概要・沿
革や組織編成等がご覧いただけ、さらに機関誌「東政連」のバッ
クナンバーの閲覧・ダウンロードも可能です。
　また、会員ログインにより、本連盟の活動履歴や政治資金規正
法Ｑ＆Ａ等もご覧いただけます。

東政連のホームページがますます充実
「東政連 40 周年記念の集い」開催中止のお詫び

　東政連が設立されて 40 周年にあたる事から、「東政連 40 周年記念の集い」
を開催する事になりましたが、諸般の事情を勘案し今年度は中止することに
なりました。この事業を立ち上げるにあたり多くの関係役員、関係団体等に
ご協力をいただいたのですが、期待に沿う事が出来なくなり大変申し訳なく
思っております。何時かまた、創始の心に触れる機会を設けたいと思ってお
りますので、その節は更なるご支援ご協力をお願いいたします。

お知らせ

今すぐ、クリック！

丸川 珠代（まるかわ たまよ）氏

                自由民主党　現２

山口 那津男（やまぐち なつお）氏

　　　　　　公明党　現３

武見 敬三（たけみ けいぞう）氏

　　　　自由民主党　現４

佐藤 信秋（さとう のぶあき）氏

     自由民主党　現２

※石井 一（いしいはじめ）氏は、民主党比例区より出
　馬され、残念ながら及びませんでしたが、「宅地建物
　取引士」への名称変更については引き続き応援いただ
　いております。

東政連ホームページ
http://tou-seiren.jp/
会員ログイン　● ID member-seiren   ● PW member

平成25年各種選挙日程（平成25年8月14日現在）

東政連推薦候補者（東京選挙区）

当選

全政連推薦候補者（比例区）

当選 当選

当選

東政連 検索




